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(57)【要約】　      （修正有）
【課題】携帯しやすく、繰り返し利用することができる 
携帯式空気ポンプを提供する。
【解決手段】携帯式空気ポンプはケースと、駆動アセン 
ブリと、リンク４０と、シリンダアセンブリと、エアノ 
ズルアセンブリとを含み、ケースは収容空間を有し、駆 
動アセンブリ、リンクとシリンダアセンブリはいずれも 
収容空間内に取り付けられ、エアノズルアセンブリは、 
ケースに取り付けられ且つその少なくとも一部がケース 
から突出し、シリンダアセンブリの一端は、エアノズル 
アセンブリに接続され、シリンダアセンブリの他端は、 
リンクの第一の端に接続され、駆動アセンブリは、リン 
クの第二の端に接続され且つリンクを往復移動させるた 
めに用いられ、ここで、リンクが往復移動する時、シリ 
ンダアセンブリは、空気を一方向に外向きに流すのに適 
している。
【選択図】図５

評価書の請求　未請求　請求項の数　10　　ＯＬ　（全11頁）
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 携 帯 式 空 気 ポ ン プ で あ っ て 、
　 ケ ー ス と 、 駆 動 ア セ ン ブ リ と 、 リ ン ク と 、 シ リ ン ダ ア セ ン ブ リ と 、 エ ア ノ ズ ル ア セ ン ブ  
リ と を 含 み 、 前 記 ケ ー ス は 収 容 空 間 を 有 し 、 前 記 駆 動 ア セ ン ブ リ 、 前 記 リ ン ク と 前 記 シ リ  
ン ダ ア セ ン ブ リ は い ず れ も 前 記 収 容 空 間 内 に 取 り 付 け ら れ 、 前 記 エ ア ノ ズ ル ア セ ン ブ リ は  
、 前 記 ケ ー ス に 取 り 付 け ら れ 且 つ そ の 少 な く と も 一 部 が 前 記 ケ ー ス か ら 突 出 し 、 前 記 シ リ  
ン ダ ア セ ン ブ リ の 一 端 は 、 前 記 エ ア ノ ズ ル ア セ ン ブ リ に 接 続 さ れ 、 前 記 シ リ ン ダ ア セ ン ブ  
リ の 他 端 は 、 前 記 リ ン ク の 第 一 の 端 に 接 続 さ れ 、 前 記 駆 動 ア セ ン ブ リ は 、 前 記 リ ン ク の 第  
二 の 端 に 接 続 さ れ 且 つ 前 記 リ ン ク を 往 復 移 動 さ せ る た め に 用 い ら れ 、 こ こ で 、 前 記 リ ン ク  
が 往 復 移 動 す る 時 、 前 記 シ リ ン ダ ア セ ン ブ リ は 、 空 気 を 一 方 向 に 外 向 き に 流 す の に 適 し て  
い る 、 こ と を 特 徴 と す る 携 帯 式 空 気 ポ ン プ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 シ リ ン ダ ア セ ン ブ リ は 、 シ リ ン ダ と 、 一 方 向 弁 パ ッ ド と 、 カ ッ プ と を 含 み 、 前 記 シ  
リ ン ダ は 、 両 端 が 連 通 す る 貫 通 穴 を 有 し 、 前 記 カ ッ プ の 外 径 は 、 前 記 貫 通 穴 の 少 な く と も  
一 部 の 内 径 に 適 合 し 、 前 記 カ ッ プ は 、 前 記 リ ン ク の 第 一 の 端 に 接 続 さ れ 、 前 記 一 方 向 弁 パ  
ッ ド は 、 前 記 シ リ ン ダ の 前 記 リ ン ク か ら 離 れ る 端 面 に 可 動 に 設 置 さ れ 且 つ 前 記 貫 通 穴 を 塞  
ぐ の に 適 し て い る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 携 帯 式 空 気 ポ ン プ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 カ ッ プ の 外 形 は 円 台 形 を 呈 し 、 前 記 リ ン ク の 第 一 の 端 に 嵌 設 さ れ 、 前 記 カ ッ プ は 、  
第 一 の 端 部 と 第 二 の 端 部 と を 含 み 、 こ こ で 、 前 記 第 一 の 端 部 の 外 径 は 、 前 記 第 二 の 端 部 の  
外 径 よ り 大 き く 、 前 記 第 二 の 端 部 は 、 前 記 駆 動 ア セ ン ブ リ に 向 か い 、 前 記 第 一 の 端 部 は 、  
前 記 エ ア ノ ズ ル ア セ ン ブ リ に 向 か う 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 携 帯 式 空 気 ポ ン  
プ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 リ ン ク の 第 一 の 端 に そ の 軸 方 向 を 中 心 に 一 周 す る 環 状 溝 が 設 置 さ れ 、 前 記 カ ッ プ は  
、 前 記 環 状 溝 に 嵌 設 さ れ る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 又 は ３ に 記 載 の 携 帯 式 空 気 ポ ン プ  
。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 エ ア ノ ズ ル ア セ ン ブ リ は 、 ガ ス 抜 き エ ア ノ ズ ル を 含 み 、 前 記 ガ ス 抜 き エ ア ノ ズ ル は  
、 前 記 シ リ ン ダ の 前 記 一 方 向 弁 パ ッ ド を 有 す る 端 の 外 周 に 嵌 設 さ れ 、 且 つ 前 記 ガ ス 抜 き エ  
ア ノ ズ ル と 前 記 シ リ ン ダ と の 間 に シ ー ル リ ン グ が 設 け ら れ る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２  
に 記 載 の 携 帯 式 空 気 ポ ン プ 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 駆 動 ア セ ン ブ リ は 、 取 り 付 け ブ ラ ケ ッ ト と 、 駆 動 部 材 と 、 フ ラ イ ホ イ ー ル と を 含 み  
、 前 記 取 り 付 け ブ ラ ケ ッ ト は 、 前 記 ケ ー ス 内 に 固 設 さ れ 、 前 記 駆 動 部 材 は 、 前 記 取 り 付 け  
ブ ラ ケ ッ ト に 固 定 し て 接 続 さ れ 、 且 つ 前 記 駆 動 部 材 の 出 力 端 は 、 前 記 取 り 付 け ブ ラ ケ ッ ト  
を 貫 通 し 、 前 記 フ ラ イ ホ イ ー ル は 、 偏 心 輪 と し て 構 造 さ れ 、 前 記 偏 心 輪 は 、 前 記 出 力 端 に  
嵌 設 さ れ 、 且 つ 前 記 リ ン ク の 第 二 の 端 は 、 前 記 フ ラ イ ホ イ ー ル に 接 続 さ れ る 、 こ と を 特 徴  
と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 携 帯 式 空 気 ポ ン プ 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 フ ラ イ ホ イ ー ル に そ の 軸 方 向 に 延 在 す る 第 一 の 取 り 付 け 穴 及 び そ の 径 方 向 に 延 在 す  
る 第 二 の 取 り 付 け 穴 が 設 け ら れ 、 前 記 第 一 の 取 り 付 け 穴 と 前 記 第 二 の 取 り 付 け 穴 と は 互 い  
に 連 通 し 、 前 記 出 力 端 は 、 前 記 第 一 の 取 り 付 け 穴 内 に 差 し 込 み 、 前 記 出 力 端 に 前 記 出 力 端  
に 垂 直 な 固 定 部 が 設 け ら れ 、 前 記 固 定 部 は 、 前 記 第 二 の 取 り 付 け 穴 内 に 差 し 込 む 、 こ と を  
特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の 携 帯 式 空 気 ポ ン プ 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 フ ラ イ ホ イ ー ル に 接 続 部 が 設 け ら れ 、 前 記 接 続 部 は 、 前 記 フ ラ イ ホ イ ー ル の 軸 方 向  
に 平 行 で あ り 、 前 記 リ ン ク の 第 二 の 端 に 接 続 穴 が 形 成 さ れ 、 前 記 接 続 部 は 、 前 記 接 続 穴 内  
に 嵌 設 さ れ る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の 携 帯 式 空 気 ポ ン プ 。
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【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 駆 動 部 材 は 、 ブ ラ シ レ ス モ ー タ で あ る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の 携 帯 式  
空 気 ポ ン プ 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 ケ ー ス は 、 ハ ウ ジ ン グ と エ ン ド キ ャ ッ プ と を 含 み 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ と エ ン ド キ ャ ッ  
プ は 、 前 記 収 容 空 間 を 形 成 し 、 前 記 収 容 空 間 内 に 前 記 ブ ラ シ レ ス モ ー タ に 給 電 す る た め の  
電 池 パ ッ ク が さ ら に 設 け ら れ る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ に 記 載 の 携 帯 式 空 気 ポ ン プ 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 考 案 は 、 空 気 ポ ン プ の 技 術 分 野 に 関 し 、 具 体 的 に は 、 携 帯 式 空 気 ポ ン プ に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 都 市 の 発 展 に 伴 い 、 各 種 類 の 自 転 車 、 ス ク ー タ ー 、 電 動 車 、 オ ー ト バ イ は 、 大 部 分 の 人  
た ち の 通 勤 需 要 を 支 え て お り 、 自 転 車 は よ り 広 範 な 大 衆 基 礎 を 持 っ て い る が 、 現 在 、 各 種  
類 の タ イ ヤ の 大 部 分 は 、 空 気 入 り の デ ザ イ ン を 採 用 し て い る 。 複 雑 な 道 路 状 況 で は 、 多 く  
の 場 合 、 途 中 で タ イ ヤ が パ ン ク す る こ と が あ り 、 長 距 離 走 行 時 に は タ イ ヤ 圧 も 時 間 と と も  
に 低 下 す る 。 現 在 市 場 に 出 回 っ て い る 空 気 ポ ン プ は 、 持 ち 運 び に 不 便 で 繰 り 返 し 利 用 で き  
な い と い う 問 題 が あ る 。
【 考 案 の 概 要 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 本 考 案 の 目 的 は 、 上 記 の 技 術 問 題 を 解 決 す る よ う に 、 携 帯 式 空 気 ポ ン プ を 提 供 す る こ と  
で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 考 案 は 、 携 帯 式 空 気 ポ ン プ を 提 供 し 、 前 記 携 帯 式 空 気 ポ ン プ は 、 ケ ー ス と 、 駆 動 ア セ  
ン ブ リ と 、 リ ン ク と 、 シ リ ン ダ ア セ ン ブ リ と 、 エ ア ノ ズ ル ア セ ン ブ リ と を 含 み 、 前 記 ケ ー  
ス は 収 容 空 間 を 有 し 、 前 記 駆 動 ア セ ン ブ リ 、 前 記 リ ン ク と 前 記 シ リ ン ダ ア セ ン ブ リ は い ず  
れ も 前 記 収 容 空 間 内 に 取 り 付 け ら れ 、 前 記 エ ア ノ ズ ル ア セ ン ブ リ は 、 前 記 ケ ー ス に 取 り 付  
け ら れ 且 つ そ の 少 な く と も 一 部 が 前 記 ケ ー ス か ら 突 出 し 、 前 記 シ リ ン ダ ア セ ン ブ リ の 一 端  
は 、 前 記 エ ア ノ ズ ル ア セ ン ブ リ に 接 続 さ れ 、 前 記 シ リ ン ダ ア セ ン ブ リ の 他 端 は 、 前 記 リ ン  
ク の 第 一 の 端 に 接 続 さ れ 、 前 記 駆 動 ア セ ン ブ リ は 、 前 記 リ ン ク の 第 二 の 端 に 接 続 さ れ 且 つ  
前 記 リ ン ク を 往 復 移 動 さ せ る た め に 用 い ら れ 、 こ こ で 、 前 記 リ ン ク が 往 復 移 動 す る 時 、 前  
記 シ リ ン ダ ア セ ン ブ リ は 、 空 気 を 一 方 向 に 外 向 き に 流 す の に 適 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 選 択 的 に 、 前 記 シ リ ン ダ ア セ ン ブ リ は 、 シ リ ン ダ と 、 一 方 向 弁 パ ッ ド と 、 カ ッ プ と を 含  
み 、 前 記 シ リ ン ダ は 、 両 端 が 連 通 す る 貫 通 穴 を 有 し 、 前 記 カ ッ プ の 外 径 は 、 前 記 貫 通 穴 の  
少 な く と も 一 部 の 内 径 に 適 合 し 、 前 記 カ ッ プ は 、 前 記 リ ン ク の 第 一 の 端 に 接 続 さ れ 、 前 記  
一 方 向 弁 パ ッ ド は 、 前 記 シ リ ン ダ の 前 記 リ ン ク か ら 離 れ る 端 面 に 可 動 に 設 置 さ れ 且 つ 前 記  
貫 通 穴 を 塞 ぐ の に 適 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 選 択 的 に 、 前 記 カ ッ プ の 外 形 は 円 台 形 を 呈 し 、 前 記 リ ン ク の 第 一 の 端 に 嵌 設 さ れ 、 前 記  
カ ッ プ は 、 第 一 の 端 部 と 第 二 の 端 部 と を 含 み 、 こ こ で 、 前 記 第 一 の 端 部 の 外 径 は 、 前 記 第  
二 の 端 部 の 外 径 よ り 大 き く 、 前 記 第 二 の 端 部 は 、 前 記 駆 動 ア セ ン ブ リ に 向 か い 、 前 記 第 一  
の 端 部 は 、 前 記 エ ア ノ ズ ル ア セ ン ブ リ に 向 か う 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 選 択 的 に 、 前 記 リ ン ク の 第 一 の 端 に そ の 軸 方 向 を 中 心 に 一 周 す る 環 状 溝 が 設 置 さ れ 、 前  
記 カ ッ プ は 、 前 記 環 状 溝 に 嵌 設 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
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　 選 択 的 に 、 前 記 エ ア ノ ズ ル ア セ ン ブ リ は 、 ガ ス 抜 き エ ア ノ ズ ル を 含 み 、 前 記 ガ ス 抜 き エ  
ア ノ ズ ル は 、 前 記 シ リ ン ダ の 前 記 一 方 向 弁 パ ッ ド を 有 す る 端 の 外 周 に 嵌 設 さ れ 、 且 つ 前 記  
ガ ス 抜 き エ ア ノ ズ ル と 前 記 シ リ ン ダ と の 間 に シ ー ル リ ン グ が 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 選 択 的 に 、 前 記 駆 動 ア セ ン ブ リ は 、 取 り 付 け ブ ラ ケ ッ ト と 、 駆 動 部 材 と 、 フ ラ イ ホ イ ー  
ル と を 含 み 、 前 記 取 り 付 け ブ ラ ケ ッ ト は 、 前 記 ケ ー ス 内 に 固 設 さ れ 、 前 記 駆 動 部 材 は 、 前  
記 取 り 付 け ブ ラ ケ ッ ト に 固 定 し て 接 続 さ れ 、 且 つ 前 記 駆 動 部 材 の 出 力 端 は 、 前 記 取 り 付 け  
ブ ラ ケ ッ ト を 貫 通 し 、 前 記 フ ラ イ ホ イ ー ル は 、 偏 心 輪 と し て 構 造 さ れ 、 前 記 偏 心 輪 は 、 前  
記 出 力 端 に 嵌 設 さ れ 、 且 つ 前 記 リ ン ク の 第 二 の 端 は 、 前 記 フ ラ イ ホ イ ー ル に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 選 択 的 に 、 前 記 フ ラ イ ホ イ ー ル に そ の 軸 方 向 に 延 在 す る 第 一 の 取 り 付 け 穴 及 び そ の 径 方  
向 に 延 在 す る 第 二 の 取 り 付 け 穴 が 設 け ら れ 、 前 記 第 一 の 取 り 付 け 穴 と 前 記 第 二 の 取 り 付 け  
穴 と は 互 い に 連 通 し 、 前 記 出 力 端 は 、 前 記 第 一 の 取 り 付 け 穴 内 に 差 し 込 み 、 前 記 出 力 端 に  
前 記 出 力 端 に 垂 直 な 固 定 部 が 設 け ら れ 、 前 記 固 定 部 は 、 前 記 第 二 の 取 り 付 け 穴 内 に 差 し 込  
む 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 選 択 的 に 、 前 記 フ ラ イ ホ イ ー ル に 接 続 部 が 設 け ら れ 、 前 記 接 続 部 は 、 前 記 フ ラ イ ホ イ ー  
ル の 軸 方 向 に 平 行 で あ り 、 前 記 リ ン ク の 第 二 の 端 に 接 続 穴 が 形 成 さ れ 、 前 記 接 続 部 は 、 前  
記 接 続 穴 内 に 嵌 設 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 選 択 的 に 、 前 記 駆 動 部 材 は 、 ブ ラ シ レ ス モ ー タ で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 選 択 的 に 、 前 記 ケ ー ス は 、 ハ ウ ジ ン グ と エ ン ド キ ャ ッ プ と を 含 み 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ と エ  
ン ド キ ャ ッ プ は 、 前 記 収 容 空 間 を 形 成 し 、 前 記 収 容 空 間 内 に 前 記 ブ ラ シ レ ス モ ー タ に 給 電  
す る た め の 電 池 パ ッ ク が さ ら に 設 け ら れ る 。
【 考 案 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 考 案 の 実 施 例 の 有 益 な 効 果 は 、 以 下 の 通 り で あ り 、 こ の 空 気 入 れ は 、 駆 動 ア セ ン ブ リ  
に よ っ て リ ン ク を 往 復 移 動 さ せ 、 そ れ に よ っ て シ リ ン ダ ア セ ン ブ リ を 利 用 し て 一 方 向 に エ  
ア ノ ズ ル の 方 向 に 空 気 を 入 れ る こ と が で き 、 空 気 入 れ を 繰 り 返 し 利 用 す る こ と が で き 、 コ  
ス ト の 節 約 に 有 利 で あ る 一 方 、 駆 動 ア セ ン ブ リ を 利 用 し て リ ン ク を 往 復 移 動 さ せ 、 手 動 空  
気 入 れ に 比 べ て 空 気 入 れ の 体 積 を 低 減 さ せ る こ と が で き 、 そ れ に よ っ て ユ ー ザ が 持 ち 運 び  
や す い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 出 願 の 実 施 例 の 技 術 案 を よ り 明 瞭 に 説 明 す る た め に 、 以 下 は 、 実 施 例 に 使 用 さ れ る 必  
要 の あ る 図 面 を 簡 単 に 紹 介 し 、 理 解 す べ き こ と と し て 、 以 下 の 図 面 は 、 本 出 願 の い く つ か  
の 実 施 例 の み を 示 し た た め 、 範 囲 に 対 す る 限 定 と 見 な さ れ る べ き で は な く 、 当 業 者 に と っ  
て 、 創 造 的 な 労 力 を 払 わ な い 前 提 で 、 こ れ ら の 図 面 に 基 づ い て 他 の 関 連 図 面 を 得 る こ と も  
で き る 。
【 図 １ 】 本 出 願 に よ っ て 例 示 的 に 提 供 さ れ る 携 帯 式 空 気 ポ ン プ の 外 形 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 一 つ 目 の 分 解 概 略 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ の 別 の 視 点 の 構 造 概 略 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 １ の 二 つ 目 の 分 解 概 略 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ４ の 別 の 視 点 の 構 造 概 略 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 出 願 に よ っ て 例 示 的 に 提 供 さ れ る カ ッ プ の 構 造 概 略 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ６ の 別 の 視 点 の 構 造 概 略 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 出 願 に よ っ て 例 示 的 に 提 供 さ れ る リ ン ク の 構 造 概 略 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 ８ の 別 の 視 点 の 構 造 概 略 図 で あ る 。
【 考 案 を 実 施 す る た め の 形 態 】
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【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 出 願 の 実 施 例 の 目 的 、 技 術 案 と 利 点 を よ り 明 確 に す る た め に 、 以 下 は 、 本 出 願 の 実 施  
例 に お け る 図 面 を 結 び 付 け な が ら 、 本 出 願 の 実 施 例 に お け る 技 術 案 を 明 瞭 且 つ 完 全 に 記 述  
し 、 明 ら か に 、 記 述 さ れ た 実 施 例 は 、 本 出 願 の 一 部 の 実 施 例 で あ り 、 す べ て の 実 施 例 で は  
な い 。 一 般 的 に は 本 明 細 書 で 図 面 に 記 述 及 び 示 さ れ る 本 出 願 の 実 施 例 の ア セ ン ブ リ は 様 々  
な 異 な る 構 成 で 配 置 と 設 計 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 そ の た め 、 以 下 は 、 図 面 に お い て 提 供 さ れ る 本 出 願 の 実 施 例 の 詳 細 な 記 述 は 、 保 護 を 求  
め る 本 出 願 の 範 囲 を 限 定 す る こ と を 意 図 し て お ら ず 、 た だ 本 出 願 の 選 定 さ れ た 実 施 例 を 表  
す こ と に 過 ぎ な い 。 本 出 願 に お け る 実 施 例 に 基 づ き 、 当 業 者 が 創 造 的 な 労 力 を 払 わ な い 前  
提 で 得 ら れ た す べ て の 他 の 実 施 例 は 、 い ず れ も 本 出 願 の 保 護 範 囲 に 属 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 関 連 技 術 で は 、 三 つ の 方 式 で タ イ ヤ に 空 気 を 入 れ る こ と が 多 く 、 具 体 的 に 以 下 の 通 り で  
あ り 、
　 一 つ 目 は 、 手 動 空 気 入 れ で 、 人 工 的 な 方 式 で 空 気 を 入 れ た り 、 空 気 を 補 充 し た り す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 二 つ 目 は 、 電 動 空 気 入 れ で 、 ハ ン ド ヘ ル ド 型 の 電 動 空 気 ポ ン プ を 利 用 し て 空 気 を 入 れ た  
り 、 空 気 を 補 充 し た り す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 三 つ 目 は 、 専 用 の 小 型 二 酸 化 炭 素 ガ ス ボ ン ベ を 使 用 し て 空 気 を 入 れ た り 、 空 気 を 補 充 し  
た り す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 発 明 者 の 研 究 に よ る と 、 上 記 の タ イ ヤ に 空 気 を 入 れ る 三 つ の 方 式 に は 以 下 の 欠 点 が あ る  
こ と を 発 見 し 、
　 一 つ 目 の 空 気 入 れ 方 式 ： 手 動 空 気 入 れ は 、 体 積 が 大 き く 、 持 ち 運 び が 不 便 な の で 、 戸 外  
で は ほ と ん ど 使 用 さ れ て い な い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 二 つ 目 の 空 気 入 れ 方 式 ： 現 在 市 場 に 出 回 っ て い る 電 動 シ リ ン ダ は 一 般 的 に ブ ラ シ モ ー タ  
＋ ギ ア 伝 動 を 動 力 源 と し て 採 用 し 、 同 時 に 少 な く と も 二 つ の １ ８ ６ ５ ０ 電 池 を 動 力 源 と し  
て 使 用 す る た め 、 製 品 の 体 積 が 比 較 的 大 き く 、 機 械 全 体 の サ イ ズ が ５ ０ × ５ ０ × １ ５ ０ ｍ  
ｍ を 超 え 、 重 量 が 一 般 的 に ４ ０ ０ グ ラ ム を 超 え て い る 。 一 部 の プ ロ の サ イ ク リ ス ト に は 、  
依 然 と し て 持 ち 運 び が 不 便 な ど の 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 三 つ 目 の 空 気 入 れ 方 式 ： 製 品 は 体 積 が 比 較 的 小 さ く 、 持 ち 運 び や す い 。 し か し な が ら 、  
こ れ ら の 製 品 は す べ て 使 い 捨 て 製 品 で あ り 、 使 用 後 に 繰 り 返 し 使 用 す る こ と は で き ず 、 リ  
ソ ー ス の 浪 費 に つ な が る 。 そ し て 、 こ の よ う な 製 品 は 、 使 用 時 に 低 温 が 発 生 し 、 製 品 の 表  
面 が 凍 る こ と も あ り 、 不 適 切 な 操 作 を し た 場 合 、 人 体 に 凍 傷 を 引 き 起 こ し や す い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ れ に 基 づ い て 、 図 １ ～ 図 ５ に 示 す よ う に 、 本 出 願 は 、 携 帯 式 空 気 ポ ン プ を 提 供 し 、 前  
記 携 帯 式 空 気 ポ ン プ は 、 ケ ー ス と 、 駆 動 ア セ ン ブ リ と 、 リ ン ク ４ ０ と 、 シ リ ン ダ ア セ ン ブ  
リ と 、 エ ア ノ ズ ル ア セ ン ブ リ と を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ケ ー ス は 収 容 空 間 を 有 し 、 駆 動 ア セ ン ブ リ 、 リ ン ク ４ ０ と シ リ ン ダ ア セ ン ブ リ は い ず れ  
も 収 容 空 間 内 に 取 り 付 け ら れ 、 エ ア ノ ズ ル ア セ ン ブ リ は 、 ケ ー ス に 取 り 付 け ら れ 且 つ そ の  
少 な く と も 一 部 が ケ ー ス か ら 突 出 し 、 具 体 的 に は 、 エ ア ノ ズ ル ア セ ン ブ リ は 、 エ ア ノ ズ ル  
本 体 １ ０ ０ と 、 エ ア ノ ズ ル キ ャ ッ プ １ ２ ０ と 、 シ ュ レ ッ ダ バ ル ブ エ ジ ェ ク タ ー １ １ ０ と を  
含 み 、 シ ュ レ ッ ダ バ ル ブ エ ジ ェ ク タ ー １ １ ０ は 、 エ ア ノ ズ ル 本 体 １ ０ ０ 内 に 設 置 さ れ 、 エ  
ア ノ ズ ル キ ャ ッ プ １ ２ ０ は 、 エ ア ノ ズ ル 本 体 １ ０ ０ に 被 せ ら れ 、 エ ア ノ ズ ル ア セ ン ブ リ は  
、 非 自 動 車 の タ イ ヤ と 接 触 す る た め に 用 い ら れ 、 そ れ に よ っ て シ ュ レ ッ ダ バ ル ブ エ ジ ェ ク  
タ ー １ １ ０ に よ っ て タ イ ヤ の エ ア バ ル ブ を 押 し 開 き 、 そ れ に よ っ て タ イ ヤ 内 に 空 気 を 充 填  
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し 、 シ リ ン ダ ア セ ン ブ リ の 一 端 は 、 エ ア ノ ズ ル ア セ ン ブ リ に 接 続 さ れ 、 シ リ ン ダ ア セ ン ブ  
リ の 他 端 は 、 リ ン ク ４ ０ の 第 一 の 端 に 接 続 さ れ 、 駆 動 ア セ ン ブ リ は 、 リ ン ク ４ ０ の 第 二 の  
端 に 接 続 さ れ 且 つ リ ン ク ４ ０ を 往 復 移 動 さ せ る た め に 用 い ら れ 、 こ こ で 、 リ ン ク ４ ０ が 往  
復 移 動 す る 時 、 シ リ ン ダ ア セ ン ブ リ は 、 空 気 を 一 方 向 に 外 向 き に 流 す の に 適 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 出 願 で は 、 上 記 の 非 自 動 車 は 、 自 転 車 、 ス ク ー タ ー 、 オ ー ト バ イ な ど で あ っ て も よ い  
。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 上 記 技 術 案 に よ っ て 、 こ の 空 気 入 れ は 、 駆 動 ア セ ン ブ リ に よ っ て リ ン ク ４ ０ を 往 復 移 動  
さ せ 、 そ れ に よ っ て シ リ ン ダ ア セ ン ブ リ を 利 用 し て 一 方 向 に エ ア ノ ズ ル の 方 向 に 空 気 を 入  
れ る こ と が で き 、 空 気 入 れ を 繰 り 返 し 利 用 す る こ と が で き 、 コ ス ト の 節 約 に 有 利 で あ る 一  
方 、 駆 動 ア セ ン ブ リ を 利 用 し て リ ン ク ４ ０ を 往 復 移 動 さ せ 、 手 動 空 気 入 れ に 比 べ て 空 気 入  
れ の 体 積 を 低 減 さ せ る こ と が で き 、 そ れ に よ っ て ユ ー ザ が 持 ち 運 び や す い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ２ と 図 ３ に 示 す よ う に 、 本 実 施 例 で は 、 シ リ ン ダ ア セ ン ブ リ は 、 シ リ ン ダ ８ ０ と 、 一  
方 向 弁 パ ッ ド ７ ０ と 、 カ ッ プ ５ ０ と を 含 み 、 こ こ で の シ リ ン ダ ８ ０ の 外 形 は 円 筒 状 で あ り  
、 シ リ ン ダ ８ ０ は 、 両 端 が 連 通 す る 貫 通 穴 を 有 し 、 貫 通 穴 は 円 筒 状 で あ り 、 即 ち 、 貫 通 穴  
は シ リ ン ダ ８ ０ の 両 端 を 同 時 に 貫 通 し 、 カ ッ プ ５ ０ の 外 径 は 、 貫 通 穴 の 少 な く と も 一 部 の  
内 径 に 適 合 し 、 こ こ で の 適 合 と は 主 に カ ッ プ ５ ０ と 貫 通 穴 が 締 ま り ば め で あ る こ と を 意 味  
し 、 し た が っ て 、 カ ッ プ ５ ０ は 貫 通 穴 内 に あ り 、 カ ッ プ ５ ０ は 、 リ ン ク ４ ０ の 第 一 の 端 に  
接 続 さ れ 、 一 方 向 弁 パ ッ ド ７ ０ は 、 シ リ ン ダ ８ ０ の リ ン ク ４ ０ か ら 離 れ る 端 面 に 可 動 に 設  
置 さ れ 且 つ 貫 通 穴 を 塞 ぐ の に 適 し て お り 、 理 解 で き る よ う に 、 リ ン ク ４ ０ が 駆 動 ア セ ン ブ  
リ に よ っ て エ ア ノ ズ ル ア セ ン ブ リ の 方 向 に 移 動 す る 時 、 リ ン ク ４ ０ は 、 カ ッ プ ５ ０ を 貫 通  
穴 内 で 移 動 さ せ る よ う に 付 勢 し 、 さ ら に カ ッ プ ５ ０ の リ ン ク ４ ０ か ら 離 れ る 側 の 空 気 を エ  
ア ノ ズ ル ア セ ン ブ リ の 方 向 に 付 勢 し 、 こ の 時 、 空 気 は 、 一 方 向 弁 パ ッ ド ７ ０ を シ リ ン ダ ８  
０ の 端 面 か ら 離 す よ う に 付 勢 し 、 そ れ に よ っ て 空 気 を エ ア ノ ズ ル ア セ ン ブ リ に 入 れ 、 リ ン  
ク ４ ０ が 駆 動 ア セ ン ブ リ に よ っ て エ ア ノ ズ ル ア セ ン ブ リ か ら 離 れ る 方 向 に 移 動 す る 時 、 リ  
ン ク ４ ０ は 、 カ ッ プ ５ ０ を エ ア ノ ズ ル ア セ ン ブ リ か ら 離 れ る 方 向 に 移 動 さ せ る よ う に 引 っ  
張 り 、 こ の 時 、 カ ッ プ ５ ０ の リ ン ク ４ ０ か ら 離 れ る 側 の 空 気 の 圧 力 が 低 下 し 、 一 方 向 弁 パ  
ッ ド ７ ０ が シ リ ン ダ ８ ０ の 端 面 に ぴ っ た り と 密 着 し 、 そ れ に よ っ て 空 気 の 逆 流 を 効 果 的 に  
防 止 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 説 明 す べ き こ と と し て 、 こ こ で の 「 塞 ぐ 」 と は 、 一 方 向 弁 パ ッ ド ７ ０ が シ リ ン ダ ８ ０ の  
端 面 に 貼 り 付 い た 時 、 一 方 向 弁 パ ッ ド ７ ０ が 貫 通 穴 を 完 全 に 遮 断 す る こ と が で き る こ と を  
意 味 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ４ に 示 す よ う に 、 こ こ で 、 一 方 向 弁 パ ッ ド ７ ０ は シ リ ン ダ ８ ０ の 端 面 に 引 っ 掛 け る こ  
と が で き 、 具 体 的 に は 、 シ リ ン ダ ８ ０ の 端 面 に ボ ス ８ １ を 設 置 し 、 一 方 向 弁 パ ッ ド ７ ０ に  
第 一 の 接 続 穴 ７ １ を 設 置 し 、 且 つ ボ ス ８ １ を 第 一 の 接 続 穴 ７ １ に 穿 設 す る こ と が で き 、 そ  
れ に よ っ て 、 一 方 向 弁 パ ッ ド ７ ０ は 、 シ リ ン ダ ８ ０ に 対 し て 可 動 に 接 続 す る こ と が で き る  
。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ５ 、 図 ６ と 図 ７ に 示 す よ う に 、 本 実 施 例 で は 、 カ ッ プ ５ ０ は 外 形 が 円 台 形 を 呈 し 、 且  
つ リ ン ク ４ ０ の 第 一 の 端 に 嵌 設 さ れ 、 カ ッ プ ５ ０ は 、 第 一 の 端 部 ５ １ と 第 二 の 端 部 ５ ２ と  
を 含 み 、 こ こ で 、 第 一 の 端 部 ５ １ の 外 径 は 、 第 二 の 端 部 ５ ２ の 外 径 よ り 大 き く 、 即 ち 、 カ  
ッ プ ５ ０ の 一 端 は 直 径 が 比 較 的 大 き く 、 他 端 は 直 径 が 比 較 的 小 さ く 、 第 二 の 端 部 ５ ２ は 、  
駆 動 ア セ ン ブ リ に 向 か い 、 第 一 の 端 部 ５ １ は 、 エ ア ノ ズ ル ア セ ン ブ リ に 向 か う と と も に 、  
第 一 の 端 部 ５ １ と 貫 通 穴 は 、 締 ま り ば め の 関 係 に あ り 、 第 二 の 端 部 ５ ２ と 貫 通 穴 は 、 隙 間  
ば め の 関 係 に あ り 、 こ の よ う な 場 合 に 、 円 筒 型 よ り も 、 円 台 形 の カ ッ プ ５ ０ は 、 シ リ ン ダ  
８ ０ と の 接 触 面 積 を 小 さ く す る こ と が で き 、 カ ッ プ ５ ０ と シ リ ン ダ ８ ０ と の 間 の 摩 擦 力 を  
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低 減 さ せ る の に 有 利 で あ る と と も に 、 リ ン ク ４ ０ が カ ッ プ ５ ０ を 駆 動 ア セ ン ブ リ の 方 向 に  
移 動 さ せ る 時 、 空 気 は 、 カ ッ プ ５ ０ の 駆 動 ア セ ン ブ リ に 近 い 側 か ら カ ッ プ ５ ０ の エ ア ノ ズ  
ル ア セ ン ブ リ に 近 い 側 に 入 り や す く な る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 ８ と 図 ９ に 示 す よ う に 、 本 実 施 例 で は 、 リ ン ク ４ ０ の 第 一 の 端 に そ の 軸 方 向 を 中 心 に  
一 周 す る 環 状 溝 ４ １ が 設 置 さ れ 、 カ ッ プ ５ ０ は 、 環 状 溝 ４ １ に 嵌 設 さ れ 、 こ の よ う な 設 計  
方 式 に よ っ て 、 カ ッ プ ５ ０ と リ ン ク ４ ０ の 接 続 の 安 定 性 を 向 上 さ せ 、 カ ッ プ ５ ０ が リ ン ク  
４ ０ か ら 脱 落 す る の を 回 避 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 い く つ か の 他 の 実 施 例 で は 、 カ ッ プ ５ ０ は 、 接 着 の 方 式 に よ っ て リ ン ク ４ ０ に 固 定 し て  
も よ い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 ３ と 図 ５ に 示 す よ う に 、 本 実 施 例 で は 、 エ ア ノ ズ ル ア セ ン ブ リ は 、 ガ ス 抜 き エ ア ノ ズ  
ル ９ ０ を 含 み 、 ガ ス 抜 き エ ア ノ ズ ル ９ ０ は 、 シ リ ン ダ ８ ０ の 一 方 向 弁 パ ッ ド ７ ０ を 有 す る  
端 の 外 周 に 嵌 設 さ れ 、 一 方 向 弁 パ ッ ド ７ ０ が シ リ ン ダ ８ ０ の 端 面 に 貼 り 付 け ら れ て い る た  
め 、 ガ ス 抜 き エ ア ノ ズ ル ９ ０ と シ リ ン ダ ８ ０ の 協 働 に よ り 、 一 方 向 弁 パ ッ ド ７ ０ を シ リ ン  
ダ ８ ０ の 端 面 か ら 完 全 に 離 脱 し な い よ う に 位 置 制 限 す る こ と が で き 、 こ こ で 、 ボ ス ８ １ は  
、 ガ ス 抜 き エ ア ノ ズ ル ９ ０ の 内 面 に 接 触 す る こ と が で き 、 こ の よ う に 、 一 方 向 弁 パ ッ ド ７  
０ が 空 気 の 推 力 を 受 け た 時 、 一 方 向 弁 パ ッ ド ７ ０ が ボ ス ８ １ か ら 脱 落 す る こ と は な く 、 ガ  
ス 抜 き エ ア ノ ズ ル ９ ０ と シ リ ン ダ ８ ０ と の 間 に シ ー ル リ ン グ ９ １ が 設 け ら れ 、 シ ー ル リ ン  
グ ９ １ を 設 置 す る こ と に よ り 、 空 気 が エ ア ノ ズ ル ア セ ン ブ リ の 方 向 に 流 れ る 時 、 一 部 の 空  
気 が ガ ス 抜 き エ ア ノ ズ ル ９ ０ と シ リ ン ダ ８ ０ と の 間 の 隙 間 か ら 流 出 す る こ と を 防 止 す る こ  
と が で き 、 こ の よ う に 空 気 が で き る だ け エ ア ノ ズ ル ア セ ン ブ リ の 方 向 に 流 れ る こ と を 保 証  
し 、 そ れ に よ っ て 単 位 時 間 当 た り の 空 気 入 れ 量 を 向 上 さ せ る の に 有 利 で あ る 。 具 体 的 に は  
、 ガ ス 抜 き エ ア ノ ズ ル ９ ０ の 内 面 に 、 シ ー ル リ ン グ ９ １ を 取 り 付 け る た め に 段 差 部 又 は 円  
環 状 の 溝 を 設 置 し て も よ い 。 無 論 、 シ ー ル リ ン グ ９ １ を シ リ ン ダ ８ ０ の 外 周 面 の 円 環 状 溝  
内 に 取 り 付 け る よ う に 、 シ リ ン ダ ８ ０ の 外 周 面 に 円 環 状 の 溝 を 設 置 し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 本 実 施 例 で は 、 駆 動 ア セ ン ブ リ は 、 取 り 付 け ブ ラ ケ ッ ト １ ３ ３ と 、  
駆 動 部 材 と 、 フ ラ イ ホ イ ー ル ３ ０ と を 含 み 、 取 り 付 け ブ ラ ケ ッ ト １ ３ ３ は 、 ケ ー ス 内 に 固  
設 さ れ 、 具 体 的 に は 、 取 り 付 け ブ ラ ケ ッ ト １ ３ ３ は 、 少 な く と も 二 つ の ト ッ プ ワ イ ヤ ６ ３  
に よ っ て ケ ー ス 内 に 固 定 し て も よ く 、 駆 動 部 材 は 、 取 り 付 け ブ ラ ケ ッ ト １ ３ ３ に 固 定 し て  
接 続 さ れ 、 且 つ 駆 動 部 材 の 出 力 端 １ ３ １ は 、 取 り 付 け ブ ラ ケ ッ ト １ ３ ３ を 貫 通 し 、 フ ラ イ  
ホ イ ー ル ３ ０ は 、 偏 心 輪 と し て 構 造 さ れ 、 偏 心 輪 は 、 出 力 端 １ ３ １ に 嵌 設 さ れ 、 且 つ リ ン  
ク ４ ０ の 第 二 の 端 は 、 フ ラ イ ホ イ ー ル ３ ０ に 接 続 さ れ 、 そ れ に よ っ て 、 駆 動 ア セ ン ブ リ の  
作 用 で フ ラ イ ホ イ ー ル ３ ０ を 回 転 さ せ 、 そ れ に よ っ て リ ン ク ４ ０ の 迅 速 な 往 復 移 動 を 実 現  
し 、 空 気 を 圧 送 す る 目 的 を 達 成 す る こ と が で き 、 こ の よ う な 構 造 設 計 は 、 最 高 空 気 圧 が １  
０ ０ ｐ ｓ ｉ に 達 す る こ と が で き 、 そ れ に よ っ て 大 部 分 の 非 自 動 車 の タ イ ヤ の 空 気 圧 を 満 た  
す こ と が で き 、 ま た 、 リ ン ク ４ ０ が 駆 動 ア セ ン ブ リ の 出 力 端 １ ３ １ に 嵌 設 さ れ 、 即 ち 、 リ  
ン ク ４ ０ の 延 在 方 向 が 駆 動 ア セ ン ブ リ の 延 在 方 向 と 垂 直 で あ り 、 こ の よ う な 設 計 は 、 ケ ー  
ス 内 の 上 下 空 間 を う ま く 利 用 し 、 そ れ に よ っ て 空 気 ポ ン プ の 体 積 を 低 減 し 、 空 気 ポ ン プ の  
小 型 化 を 実 現 す る こ と が で き る と と も に 、 空 気 ポ ン プ も 持 ち 運 び や す い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 フ ラ イ ホ イ ー ル ３ ０ に そ の 軸 方 向 に 延 在 す る 第 一 の 取 り 付 け 穴 ３ １  
及 び そ の 径 方 向 に 延 在 す る 第 二 の 取 り 付 け 穴 ３ ３ が 設 け ら れ 、 第 一 の 取 り 付 け 穴 ３ １ は 、  
フ ラ イ ホ イ ー ル ３ ０ の 上 下 表 面 を 貫 通 し 、 第 一 の 取 り 付 け 穴 ３ １ と 第 二 の 取 り 付 け 穴 ３ ３  
と は 互 い に 連 通 し 、 出 力 端 １ ３ １ は 、 第 一 の 取 り 付 け 穴 ３ １ 内 に 差 し 込 み 、 出 力 端 １ ３ １  
に 出 力 端 １ ３ １ に 垂 直 な 固 定 部 １ ３ ２ が 設 け ら れ 、 固 定 部 １ ３ ２ は 、 第 二 の 取 り 付 け 穴 ３  
３ 内 に 差 し 込 み 、 固 定 部 １ ３ ２ と 第 二 の 取 り 付 け 穴 ３ ３ を 設 置 す る こ と に よ り 、 フ ラ イ ホ  
イ ー ル ３ ０ と 駆 動 部 材 の 出 力 端 １ ３ １ を 同 期 し て 回 転 さ せ る こ と が で き る 。 具 体 的 に 組 み  
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立 て る 時 、 固 定 部 １ ３ ２ と 出 力 端 １ ３ １ を 着 脱 可 能 に 設 置 し て も よ く 、 例 え ば 固 定 部 １ ３  
２ を ネ ジ 部 と し て 設 置 し 、 出 力 端 １ ３ １ に ネ ジ 穴 を 開 設 し て も よ く 、 そ れ に よ っ て 、 ま ず  
フ ラ イ ホ イ ー ル ３ ０ の 第 一 の 取 り 付 け 穴 ３ １ を 出 力 端 １ ３ １ に 合 わ せ 、 先 に 出 力 端 １ ３ １  
を 第 一 の 取 り 付 け 穴 ３ １ 内 に 嵌 設 し 、 固 定 部 １ ３ ２ を 第 二 の 取 り 付 け 穴 ３ ３ に 差 し 込 み 出  
力 端 １ ３ １ に 螺 合 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 さ ら に 、 出 力 端 １ ３ １ を 非 円 筒 状 と し て 設 置 し て も よ く 、 そ れ に 応 じ て 、 第 一 の 取 り 付  
け 穴 ３ １ を 非 円 形 穴 と し て 設 置 し て も よ く 、 例 え ば 出 力 端 １ ３ １ の 断 面 形 状 は 半 円 形 で あ  
っ て も よ く 、 そ れ に 応 じ て 、 第 一 の 取 り 付 け 穴 ３ １ は 半 円 形 で あ っ て も よ く 、 こ の よ う な  
設 計 は 、 出 力 端 １ ３ １ と 第 一 の 取 り 付 け 穴 ３ １ の 径 方 向 に お け る 変 位 を 回 避 す る こ と が で  
き 、 そ れ に よ っ て 駆 動 部 材 が フ ラ イ ホ イ ー ル ３ ０ を よ り 良 く 回 転 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 フ ラ イ ホ イ ー ル ３ ０ に 接 続 部 ３ ２ が 設 け ら れ 、 接 続 部 ３ ２ は 、 フ ラ  
イ ホ イ ー ル ３ ０ の 軸 方 向 に 平 行 で あ り 、 具 体 的 に は 、 接 続 部 ３ ２ は 円 筒 状 で あ り 、 接 続 部  
３ ２ は 、 フ ラ イ ホ イ ー ル ３ ０ の 駆 動 部 材 か ら 離 れ る 側 に 位 置 し 、 リ ン ク ４ ０ の 第 二 の 端 に  
第 二 の 接 続 穴 ４ ２ が 形 成 さ れ 、 接 続 部 ３ ２ は 、 第 二 の 接 続 穴 ４ ２ 内 に 嵌 設 さ れ る と と も に  
、 接 続 部 ３ ２ の 外 径 は 、 第 二 の 接 続 穴 ４ ２ の 内 径 よ り 小 さ く な け れ ば な ら な い 。 接 続 部 ３  
２ と リ ン ク ４ ０ と の 間 の 可 動 な 接 続 を 実 現 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 本 実 施 例 で は 、 駆 動 部 材 は 、 ブ ラ シ レ ス モ ー タ １ ３ ０ で あ り 、 そ れ に 応 じ て 、 出 力 端 １  
３ １ は 、 ブ ラ シ レ ス モ ー タ １ ３ ０ の モ ー タ 軸 で あ る 。 ブ ラ シ レ ス モ ー タ １ ３ ０ を 使 用 す る  
こ と に よ り 、 従 来 の ギ ア 伝 動 機 構 を 省 略 し 、 軽 量 化 を 図 る こ と が で き る と と も に 、 ブ ラ シ  
レ ス モ ー タ １ ３ ０ 自 体 の ブ ラ シ モ ー タ に 対 す る 高 効 率 特 性 に よ り 、 即 ち 同 等 の 出 力 パ ワ ー  
の 場 合 、 ブ ラ シ レ ス モ ー タ １ ３ ０ の 小 型 化 、 軽 量 化 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 ４ と 図 ５ に 示 す よ う に 、 本 実 施 例 で は 、 ケ ー ス は 、 ハ ウ ジ ン グ １ ０ と エ ン ド キ ャ ッ プ  
６ ０ と を 含 み 、 ハ ウ ジ ン グ １ ０ と エ ン ド キ ャ ッ プ ６ ０ は 、 収 容 空 間 を 形 成 し 、 且 つ ハ ウ ジ  
ン グ １ ０ と エ ン ド キ ャ ッ プ ６ ０ と の 間 は ネ ジ で 固 定 し て も よ く 、 例 え ば エ ン ド キ ャ ッ プ ６  
０ の 上 下 に ネ ジ が 二 つ ず つ 設 置 さ れ 、 ハ ウ ジ ン グ １ ０ の 上 下 に 対 応 し て ネ ジ 穴 が 二 つ ず つ  
設 置 さ れ 、 収 容 空 間 内 に ブ ラ シ レ ス モ ー タ １ ３ ０ に 給 電 す る た め の 電 池 パ ッ ク ２ ０ が さ ら  
に 設 け ら れ る 。 電 池 パ ッ ク ２ ０ に 充 電 可 能 な 電 池 を 設 置 し て も よ く 、 高 放 電 倍 率 の 充 電 可  
能 な 電 池 を 採 用 し 、 空 気 充 填 中 の 最 大 電 流 が ６ Ａ を 超 え て お ら ず 、 電 池 全 体 の 体 積 が ３ ０  
× ２ ０ × １ ５ ｍ ｍ 以 内 に 圧 縮 で き る よ う に す る 。 機 体 全 体 の サ イ ズ は わ ず か ５ ６ × ４ ７ ×  
２ ８ ｍ ｍ で 、 エ ア ノ ズ ル を 合 わ せ た 総 重 量 は わ ず か ９ ７ ｇ で 、 他 の 製 品 を は る か に 下 回 っ  
て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 一 定 の 空 気 入 れ 速 度 を 維 持 す る た め に 、 １ 分 以 内 に ７ ０ ０ × ２ ３ Ｃ 道 路 タ イ ヤ を ８ ０ ｐ  
ｓ ｉ ± ５ ｐ ｓ ｉ ま で 空 気 を 入 れ る 。 そ し て 、 最 高 １ ０ ０ ｐ ｓ ｉ ま で 空 気 を 入 れ る 必 要 が あ  
る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 空 気 入 れ 速 度 と 最 高 空 気 圧 の タ ー ゲ ッ ト を 保 証 す る た め に 、 関 連 パ ラ メ ー タ は 以 下 の 要  
求 を 満 た す こ と 。 ブ ラ シ レ ス モ ー タ １ ３ ０ の 直 径 は ２ ０ － ２ ５ ｍ ｍ の 間 、 Ｋ Ｖ 値 は １ ０ ０  
０ － ２ ０ ０ ０ ｋ ｖ の 間 、 リ ン ク ４ ０ の ス ト ロ ー ク は ６ － １ ２ ｍ ｍ の 間 、 シ リ ン ダ ８ ０ の チ  
ュ ー ブ 内 径 は １ ０ － １ ８ ｍ ｍ の 間 で な け れ ば な ら な い 。 シ リ ン ダ ８ ０ の ク リ ア ラ ン ス 高 さ  
は １ ． ５ ｍ ｍ 以 内 よ り 低 く 、 シ リ ン ダ ８ ０ の 圧 縮 比 は 少 な く と も ７ よ り 大 き く な け れ ば な  
ら な い 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 図 １ と 図 ３ に 示 す よ う に 、 さ ら に 、 ケ ー ス 内 に 回 路 基 板 ６ １ が さ ら に 設 置 さ れ 、 回 路 基  
板 ６ １ に ス イ ッ チ ボ タ ン ６ ２ が 設 置 さ れ 、 ス イ ッ チ ボ タ ン ６ ２ は ケ ー ス か ら 突 出 し 、 即 ち  
、 ス イ ッ チ ボ タ ン ６ ２ の 一 部 は ケ ー ス 外 に 露 出 し て お り 、 ブ ラ シ レ ス モ ー タ １ ３ ０ は 回 路  
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基 板 ６ １ 上 の 制 御 回 路 に 電 気 的 に 接 続 さ れ て お り 、 そ れ に よ っ て 、 ス イ ッ チ ボ タ ン ６ ２ に  
よ っ て ブ ラ シ レ ス モ ー タ １ ３ ０ の オ ン 又 は オ フ を 制 御 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 上 述 し た の は 本 出 願 の 好 ま し い 実 施 例 に す ぎ ず 、 本 出 願 を 限 定 す る た め の も の で は な く  
、 当 業 者 に と っ て 、 本 出 願 は 、 様 々 な 変 更 と 変 化 が 可 能 で あ る 。 本 出 願 の 精 神 と 原 則 の 範  
囲 内 で 行 わ れ た 任 意 の 修 正 、 同 等 の 置 き 換 え 、 改 良 な ど は 、 い ず れ も 本 出 願 の 保 護 範 囲 内  
に 含 ま れ る べ き で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 ア イ コ ン ： １ ０ － ハ ウ ジ ン グ 、 ２ ０ － 電 池 パ ッ ク 、 ３ ０ － フ ラ イ ホ イ ー ル 、 ３ １ － 第 一  
の 取 り 付 け 穴 、 ３ ２ － 接 続 部 、 ３ ３ － 第 二 の 取 り 付 け 穴 、 ４ ０ － リ ン ク 、 ４ １ － 環 状 溝 、  
４ ２ － 第 二 の 接 続 穴 、 ５ ０ － カ ッ プ 、 ５ １ － 第 一 の 端 部 、 ５ ２ － 第 二 の 端 部 、 ６ ０ － エ ン  
ド キ ャ ッ プ 、 ６ １ － 回 路 基 板 、 ６ ２ － ス イ ッ チ ボ タ ン 、 ６ ３ － ト ッ プ ワ イ ヤ 、 ７ ０ － 一 方  
向 弁 パ ッ ド 、 ７ １ － 第 一 の 接 続 穴 、 ８ ０ － シ リ ン ダ 、 ８ １ － ボ ス 、 ９ ０ － ガ ス 抜 き エ ア ノ  
ズ ル 、 ９ １ － シ ー ル リ ン グ 、 １ ０ ０ － エ ア ノ ズ ル 本 体 、 １ １ ０ － シ ュ レ ッ ダ バ ル ブ エ ジ ェ  
ク タ ー 、 １ ２ ０ － エ ア ノ ズ ル キ ャ ッ プ 、 １ ３ ０ － ブ ラ シ レ ス モ ー タ 、 １ ３ １ － 出 力 端 、 １  
３ ２ － 固 定 部 、 １ ３ ３ － 取 り 付 け ブ ラ ケ ッ ト 。
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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